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協会役員コラム

『介護分野の ICT化とデータの重要性』
　日本介護支援専門員協会の副会長として 8 年目になり、当協会役員は５年目になります。
その中で特にも印象深いのは日本介護支援専門員協会でシンクタンク部門を創設し、その
担当としての活動です。ご存じのとおり介護分野もＩＣＴ化が進み多方面でデータ活用が
進み、ＬＩＦＥの普及やケアプランデータ連携システムの推進でデータの重要性が介護分
野でも高まっています。介護支援専門員の諸課題の議論でも、説得力のある議論を展開す
るためにデータが非常に重視されています。個々の知見を裏付けする調査データの有無で

意見の説得力が大きく違ってきます。日本介護支援専門員協会のシンクタンクは令和４年度から調査研究を開
始し、その結果はテレビやその他のメディアでも取り上げられようになりました。最近はデータの力をまざま
ざと感じている日々です。日本介護支援専門員協会のホームページで調査報告書を公開していますので、ご高
覧いただければ幸いです。

日本リハビリテーション病院・施設協会
LINE公式アカウント https://www.facebook.com/rehakyo/

研修会のお知らせ

● 「地域リハ塾」 第３期塾生募集

　当協会では、地域リハビリテーションを全国に普及させる活動の推進を目的に、2018 年に「地域リハ塾」
　を企画し、34 名の塾修了者（０期生）を、2022 年度（1 期生）には 44 名、2023 年度（2 期生）には 46
　名の修了者を輩出いたしました。このたび、先達の地域リハマインドの伝承と、更なる地域活動の推進を
　目的に「地域リハ塾 2024」を開塾する運びとなりましたので、会員様より地域リハ塾第３期生を募集い
　たします。

　 【日　程】令和 6 年 9 月 14 日（土）～令和 7 年 2 月 16 日（日）　全５回
　 【講　師】大田仁史 先生（NPO 法人日本健康加齢推進機構 理事長／当協会 顧問）

浜村明徳 先生（小倉リハビリテーション病院 名誉院長／当協会 名誉会長）
澤村誠志 先生（兵庫県立総合リハビリテーションセンター 顧問／当協会 名誉会長）
栗原正紀 先生（長崎リハビリテーション病院 理事長／当協会 名誉会長）
斉藤正身 先生（霞ヶ関南病院 理事長／当協会 会長・地域リハ塾 塾長）

　 【塾生募集のご案内】https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2024/06/reha-juku_2024.pdf
　 【入塾申込書】https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2024/06/reha-juku_form.pdf
　 【締切日】令和 6 年 7 月 31 日（水）


